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インターバンクの声 （2017 年 10 月 3 日） 
 

スペインからの独立を目指したカタルーニャ自治州の住民投票は賛成票が大多数

を占め、先行きが不透明になったことから、昨日は東京市場の朝からロンドン市場に

かけてユーロ売り・ドル買いが進んだ。週末のニューヨーク市場の終値水準だった

1.18 ドル台前半から約 100 ポイント下落した 1.17 ドル台前半になってようやくユーロ

を買戻す動きも見られて 30 ポイント程反発したが、どうもユーロの上値は重くなった

ようだ。 

米金利の上昇やユーロ売り・ドル買いの影響もあって 113 円台に乗せたドル円だっ

たが、ロンドン勢が参入し始める頃には米金利も低下し始め、利益確定のドル売りが

並んでいたのか直ぐに 112 円台に戻ってしまった。 

ニューヨーク市場では、序盤に発表された 9 月の ISM 製造業景況指数が予想外に

上昇したため一時的にドルが急上昇したが長くは持たず、ニュースもラスベガスでの

銃乱射事件を放送し続け、その後は各通貨とも動きが鈍くなった。 
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